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は

じ
め
に

　

筆
者
の

関
心
事
項
の
一

つ

に
、

江
戸

時
代
初
期
に

隆
盛
を
迎

え
る

出

版
文

化
に

よ

り
固

定
化

す
る

浄
土

教
典
籍
の

変
遷

過
程
を

、

中
世
の

新

出
写
本
に

依
拠
し
つ

つ

実
証
的
に

解
明
す
る
こ

と

が

あ
る

。

　
従

来
の

法
然

浄
土

教
の

研
究
は

『

浄
土

宗
全

書
』

（

以
下

『

浄

全
』

）

等

の

活

字
本

に

依
拠
し

て

き

た

が
、

こ

れ

ら

の

大
半
は

江

戸
時
代
の

版
本

を

底

本
と

す
る

。

江
戸

時

代
の

版
本
に

は

後
人
に

よ

る

改
竄
問
題
が

し

ば

し

ば

指
摘

さ

れ

て

お

り
、

そ

れ

以

降

宗

祖

法
然
（
一

＝
二
一
二

ー

＝

＝

二
）

に
つ

い

て

は

精
緻
な

資
料
批
判
が

な
さ

れ
て

い

る

が
、

目

を

門
下

に

移

す
と

、

そ

れ

を
意

識
し
た

研
究
は

現
在
進

行
形
の

状
況
に

あ

る

と

言
え

よ

う
。

も
ち
ろ

ん

江

戸
時
代
の

版
本
し

か

現
存
し

て

い

な

け

れ
ば

そ
れ

に

依
る

し

か

な
い

が
、

今
話
題
と

し

て

い

る

の

は

江
戸
時

代

初

期
を

遡

る

中
世
の

写
本
が

確
認
で

き
る

場
合
で

あ
る

。

そ
こ

で

新
出

の

中
世
写
本
と

江

戸
時
代
の

版
本
と

を

峻
別
し
、

典
籍
の

原
初
形
態
を

解
明
す
る

遡
及
的
研
究
（
基

底
）

を
実
施
し

、

か
つ

両
書
の

比
較
を

通

じ

て

江
戸
時
代
初
期
に

お

け
る

浄
土

宗
の

問
題
意
識
（
展
開
）

を
可
視
的
に

す
る

。

そ
れ

に

よ

り
従
来
の

研
究
に

お
け
る

目

的

と

方
法
の

齟
齬
を
是

正

し
、

そ
の

典
籍
の

改
窟
を
「

江
戸
初
期
浄
土
宗
の

問
題
意
識
の

表
出
」

と

し

て

積
極
的
に

位
置
付
け

直
す
こ

と

を

目
指
す

。

本
稿
は

そ
の
一

端

で

あ
る

。

　
山

梨
県
南
巨
摩
郡
に

あ
る

日

蓮

宗
総

本
山

身
延
山

久
遠

寺
の

身
延
文

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

1）

庫
は

歴

代
法
主

が

蒐
集
し

た

典
籍
群
を
保

存
・

管
理

し

て

い

る
。

同
文

庫
『

身

延
文
庫
典
籍
目

録
』

下
巻
「

諸
宗
部
・

余
宗
」

の

項
に

「

決
疑

鈔
糅
議
巻
第
十
一

　
一

冊
」

（

整
理
番
号

、

二

五
・

ニ

ー
三

、

以
下
身
延
文
庫
本）

と

あ
る

。

内
容
を

確
認
し

た

と

こ

ろ
、

聖

冏
（

一

三

四
一

1
」

四
二

〇
）

が

撰
述
し

た

『

決
疑

鈔
直
牒
』

（

以

下

『

直
牒
』

）

第
七

巻
に

該

当
し

た
。

と
こ

ろ

が

現
存
諸

本
と

比

較
す
る

と

少
な
か

ら

ず
異
文
が

あ
っ

た
。

以

下

に

先
行
研
究
に
つ

い

て

触
れ

、

身
延
文

庫
本
の

書
誌
を

紹
介
し

、

諸

本
と
の

違
い

の
一

端
を
示
し

、

そ
の

資
料
的
重
要
性
を
指
摘
す
る

。
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一

　

聖

冏
・

『

直
牒
』

に

つ

い

て

　
聖

冏
は

浄
土

宗
第
七

祖
に

し
て
、

当
時
他
宗
か

ら
「

寓
宗
」

「

附

庸
宗
」

と

呼
称
さ

れ

て

い

た

浄
土

宗
の

状
況
に

お

い

て

伝
法
制
度
を

確
蹉

し
た

僧
で

あ

る
。

聖
冏

は

膨

大

な

著
作
を

残
し

て

い

る

が
、

『

直
牒
』

は

浄
土

宗
第
三

祖
良
忠
（
一
一

九

九

−
一

二

八

七
）

撰
『

選
択

伝
弘
決
疑

鈔
』

を

註
釈
し

た

『

選

択

本
願

念
仏

集
』

（
以

下

『

選
択

集
』

）

の

末
疏
で

あ
る

。

応
永
三

年
（
一

三
九

六
、

五

六

歳
）

、

佐
竹
の

乱
が

起
こ

り
、

そ
れ

を

避
け

て

岩
窟
に

避

難
し

、

干
柿
を

糧
に

引
用
典

籍
は

全
て

暗
記
で

『

直

牒
』

を

撰
述

し
た

と

さ

れ

る
。

　
　
二

　
『

直
牒
』

の

諸
本

　
『

直
牒
』

の

諸
本
に

は
、

寛
永
六

年
古
活
字
版
（
一

六
二

九
）

、

寛
永
九

年
版
（

一

六
三

二
、

中
野

版
、

杉
田

版
）

、

慶
安
三

年
版
（
一

六

五
〇
、

杉
田

版
・

平
楽
寺
版）

、

慶
安
五

年
版
（

一

六

五
二
、

中
野
版
）

、

明
治
十

七

年
版

（

一

八
八

四
、

大
村
屋

版、

福
田

行
誠
校
訂
本）

が

あ
る

。

筆
者
は

以
前

、

江

戸
時
代
初
期
『

直

牒
』

諸
本
と

身
延

文
庫
本
と

を

比
較

す
る

前

作
業
と

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
2

）

し

て
、

諸
本
に
つ

い

て

整
理
を

論
じ
た
こ

と
が

あ
る

。

　
そ

の

後
さ

ら

に

諸
本
の

整

理
を

進
め

た

結

果、

以

下
の

こ

と

が

判
明

し

た
。

ま

ず
江
戸

初
期
に

数

度
に

渡
っ

て

開

版
さ

れ

る

『

直
牒
』

諸
本

の

本
文
内

容
は

、

若
干
の

異

同
を

確
認
す
る

も
、

思

想
上

特
筆
す
べ

き

異
同
は

な
い

よ

う
で

あ
る

。

こ

の

異
同
の

主
な

も
の

は
、

杉
田

が

慶
安

　
　
　
身
延
文
庫
蔵

「

決
疑

鈔
糅
議
』

断
簡
の
一

考
察
（

南）

三

年
版
を
開

版
す

る

際
に

生
じ

た

異
同

で

あ

る

と

み

ら

れ

る
。

こ

れ

と

関
連
し

て

諸

本
に

お

け

る

黒
口

の

刻
み

を

比

較
し

た

結
果

、

こ

の

慶
安

三

年
版
は

従

来
い

わ

れ

て

い

る

よ

う
な

覆

刻
で

は

な

く
、

先

行
す
る

寛

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

（

3）

永
九

年
中

野

版
系
統
の

版

木
を
一

部
襲
用
し

て

い

る

可

能
性
が

あ

る
。

　

　
三

　
身
延
文
庫
本

・

書
誌
的
概
要

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　　
お

ホ
　　

　

表
紙
「

決
疑
鈔
糅
議
巻

第
十
一

「

浄
土

部
也
」

」

、

内
題
「

決
疑
鈔

糅

議
巻
第
一

く

第
三

巻
之
一

巻
、

第
六

巻
下
抄
と

、

尾
題
「

決
疑
鈔

糅
議

巻
第
十
一
」

、

奥
書
「

大
永
七

年
く

丁
亥
V

正
月
十
日

之
夜
半
書
」

と

あ

（
4

）

る
。

表
紙
縦
二

〇
・

七

糎
、

横
一

五
・

三

糎
。

墨

付
五

十
三

工
。

数

紙
を

二

つ

折
り
に

し
た
一

束
と
し

て
、

四

束
を

四

点
で

綴
じ
て
い

る
。

綴
葉

装
。

四

束
は

十
四

紙
分
〔

表
紙
と
一

三

紙
）

、

一

六

紙
分

、

一

四

紙
分

、

十

紙
分
に

分
か

れ
る

。

そ
れ
を
更
に

上

下
二

点
で

綴
じ

て

お

り
、

見

開
き

の

判
読
が

不
可

能
な

箇
所
も
あ
る

。

附
訓

。

　　 身延文庫本

〈h＞表紙 〈下〉
一

ゴ表
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身
延
文

庫
蔵
『
決
疑
鈔
糅
議
』

断
簡
の
一

考
察
（
南）

・

タ

イ
ト
ル

の

問
題

　

大
永
七

年
（

一

五

二

七
）

は

聖

冏
没

後
百
七

年
に

あ

た

り
、

版
本
で

最

古
の

寛
永
六

年
版
（
一

六
二

九
）

よ

り

も
百
二

年
も
遡

る

資
料
で

あ
る

。

一

冊
の

み

な
が

ら
、

管
見
で

は

最
古
に

し
て

唯
一

の

写
本
と

な
る

。

身

延
山
が
い

つ

の

時
点
で

本
書
を
蔵
し
た

の

か

は

不
明
だ

が
、

当

時
浄
土

宗
と

談
義
を

重
ね
て
い

た

冂

蓮
宗
総
本
山
に

本
書
が
蔵
さ

れ

て

い

る

こ

と

は

興
味
深
い

。

　

身
延
文
庫
本
の

書
名
に

は

聊
か
の

問
題

が

あ
る

。

「

決

疑
鈔

糅
議
巻
第

十
一
」

な

る

書
名
は

確
認
で

き
な
い

。

聖

冏
に

は

『

直

牒
』

に

先

行
す

る

著

作
と

し

て

『

観
経
疏
』

の

末
疏
『

伝
通

記
糅
鈔
』

四

十
八

巻
が

あ

る

が

身
延

文
庫
本
の

内
容
は

『

直
牒
』

で

あ
る

。

　

も
う
一

つ

は

「

巻
第
十
一
」

で

あ
る

。

『

直
牒
』

は

全
十
巻
で

あ
り

、

十
一

巻
は

存
在
し

な
い

。

そ
こ

で

冒

頭

箇
所
を

確
認
し
た

と

こ

ろ
、

内

題

の

双

行
箇
所
「

第
三

巻
之
一

尽
、

第
六

章
下
抄
」

が

『

直
牒
』

第
七

巻
冒
頭

箇
所
と
一

致
し

た
。

お

そ

ら

く
「

七
」

を

「

十
】
」

と

誤

写
し

た

も
の

と

思
わ

れ

る
。

外
題
の

方
も
誤
写
の

可
能
性
を
想
定
し
た
い

が
、

諸

版
本
と
の

比

較
に

お
い

て

構
成
が

異

な

る

箇
所
も
あ
り

、

今
後
全

体

の

比

較
検
討
が

必

要
と

な
る

。

【

資
料
】

〈

右
V

身
延
文
庫
本、

〈

左
〉

寛
永
九

年
版
（
中
野
版、

私
蔵）

　

　
四

　
身
延
文

庫
本
と

版
本
系
と

の

比

較

以

ド

冒
頭
箇
所
に

お

け

る

比

較
を
三

種
に

分
類
し
て

検
討
す
る

。

（
一
）

身
延
文
庫
本
の

み

に
あ

る

文

此

篇
ノ

意

者一一

輩
中

雖
レ

見一
余
行
→

而
非
正
意
』

凵
ハ

是
為
成「
一

向
専
念  。

故

今

約
了

其
意
で
竃

コ

一一、

輩
念
仏

ト

也
。

問
、

看
ユ

ニ

下
釈一

三

輩
念
仏

ノ

義
二

有
二

廃
立

等
ノ

三

義
の

今
表
章

ハ

三

義
倶

二

存
ル

乎
。

答
言

ハ

、

通、、一

義
二

、

意

存
廃
立・

余
篇

皆
約
識

廃
立

ノ

義
二

。

故
．

下．一

挙
．一、一

義
弓

〆
。

若
依
善
導
以

初
為
正
→

故．
。

　

身
延
文
庫
本
の

冒
頭
箇
所
で

あ
り

、

『

選
択
集
』

第
四

章
「

三

輩
念
仏

往
生

之

門
」

を

註

釈
す
る

箇

所
で

あ

る
。

こ

こ

で

法

然
は

『

選

択
集
』

に

お
い

て

『

無
量
寿
経
』

三

輩
段
に
つ

い

て
、

そ

れ
ぞ

れ

諸
行
を

説
い

て

い

る

に

も
か

か

わ

ら

ず、

な
ぜ

そ
の

中
の
一

つ

＝

向
専
念
無

量

寿

仏
」

の

み

選
択
す
る
の

か
に
つ

い

て

自
ら

疑
問

を
呈
し

、

そ
の

理
由
と

し

て

所
謂

「

廃
・

助
・

傍
」

の

三

義
を
出
し

て

論
証
す
る

。

以

下
の

通
り

。

一
一
ハ

為
一

廃
遊

ア

諸

行
ヨ

帰
軸

シ

メ

ン

ガ

於
念
仏
ヒ

而
説
渉

諸
行
ヨ

也
。

二
ニ
ハ

為
に

助

成
セ

。
メ

ン

ヵ

念

仏
づ

而

説
⊃

諸
行
四

也
。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　
ら　

為
に

立
⊃

力

三

品
ヨ

而
説
フ

諸
行
→

也
。

三
ニ

ハ

約
身

ア

念

仏
ト

諸

行
ト

ノ

一
、

門
二

各

　

身
延

文
庫
本
は

こ

れ

に

対
し
て

前
述
の

註
釈
を
施
す

が
、

本
系
）

で

は

削
除
さ
れ

て

い

る
。

『

浄
全
』

（
版

一 58　
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（

二
）

共
通
箇
所
に
お

け
る

特
徴
（

「

」

、

傍
点
は

筆
者
）

【

例

 
】

身
延
文
庫
本

『

浄
全
』

（
版
本
系）

問
、

三

輩
為

二

就
レ

機
て

分
別
，

ト

ヤ
、

、
　

、

今
云

ク
。

問、

三

輩
ハ

為
⊃

ヤ

就
け

機
二

分
二

為

就
レ

行

分

別
。

若

言
二

付
レ

行

分

別
．

ト

之
弓 、

為「
罵

就
け

行
分
＝

別
ス

ト

別

峰
者、

経
二

夢

「

諸
天
人
民

其
有
至

之
→

。

若
シ

言
⊃
、

付
叶

行
二

分
二

別
ス

ト

心
願
生

彼
国

凡
有
三

輩
」

此

文
約
レ

機

之
ヨ

者
、

経
ノ

「

諸
天

人
民

其
有
至
心

見
い

，
，

分
訃

三

輩

願
生

彼
国
凡
有
三

輩
」

ト

云
。

此

文
ハ

約

機
・

分
コ

ト

三

輩
見

・

龜

【

例

 】

問
、

経
ノ

⊃

向
専
念
」

ト

釈
「

皆
勧

専
念
」

ト

全
ク

同

乎
。

ヘ

　

ヘ

　

　
　

へ

師
仰

ノ

云
ク
。

問、

経
ノ

コ

向
専
念
」 、

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　
さ　

釈
「

皆
勧
専
念
」

全

同
ナ
ル

ヵ

乎
。

【

例

 】

ー

但
如
「

依
善
導
以
初
為
正
」

之
釈

ハ

且

述
二

本
意
→

也
。

言
レ

然
ト

「

皆
勧
」

釈

非
忘
二

余
二

義
→

、

付
属
「

一

向
専
称
」

　

　

　
　

　
　

　

　
ヘ

　

ヘ

　　
ヘ

　

ヘ

　

へ

可
レ

局
二

廃
立．一
」

ム

云
く

尊
観
寂
恵
同
ニ

ヘ

　
　

へ

彼

義
 

但
シ

「

若
依
善
導
以

初
為
正
」

ノ

之
釈

ハ

且
ク

本

意
ヲ

述
ス

ル

也
。

然
ヵ

云
テ

「

皆

勧
」

ノ

釈
二

余
ノ

ニ

義
ヲ

忘
レ

ク
ル

ニ

非
ス

也
。

付

属
ノ

コ

向
専

称
」

ハ

局
テ

可「
→

廃

　
　

　

　　
　　

立
サ

ル

〈

云
云
〉

。

例

 
は

前
述
の

引
用
に

続
く

文
で

あ
る

が
、

 
 
と

合

わ

せ

て

確
認
で

き
る

こ

と

は
、

出
典

の

表
記
に

見
ら
れ

る

差
異
で

あ
る

。

従
来
『

浄
土

宗
大

辞
典
』

「

決
疑
鈔
直
牒
」

の

項
目
で

「

本
書
に

は

宗
義
の

要
目
に
つ

い

て

他
流
他

派
の

説
と

対
弁
し

て

相
伝
の

説
を

挙
げ

、

白

旗
流

の

立

場

身
延
文
庫
蔵
『

決
疑
鈔
糅
議
』

断
簡
の
一

考
察
（

南
）

を
明
ら

か

に

し

て

お

り
、

白

旗
の

宗
義
を

知
る

う
え
に

重

要
で

あ
る

ば

か

り
で

な

く
、

他
流
の

学
説
を
知
る

う
え
に

も

好
資
料
で

あ
る
」

（
傍
線

筆
者
）

と

あ
る

が
、

こ

の

よ

う
な
出
典
の

表
記

に

見
ら

れ
る

差

異
の

例
は

身
延
文
庫
本
の

随
所
に

確
認
す
る
こ

と

が
で

き
る
の

で
、

今
後
そ

の

全

体
像
を

明
ら
か

に

す
る

必

要
が

あ
る

。

　

ま

た

例
 
の

傍
線
 
は

、

前
述
の

傍
線
 
の

こ

と

を
指
す
と

思

わ

れ

る
が

、

既

述
の

通
り

『

浄
全
」

（
版
本
系
）

で

は

削
除
さ

れ
て

い

る
の

で
、

『

浄
全
』

（

版
本

系）

だ

け
で

は

文
脈
が

掴
み
づ

ら
く
な
っ

て

い

る
。

（

三
）

『

浄
全
』

（
版

本
系）

の

み
に

あ
る

文

　

今
一

例

を
示
せ

ば

以

下
の

通
り
（
「

」

は

筆
者）

。

　
［

圈
『

菩
提
心

ト
ハ

者
問

、

今
ノ

菩
提
心

ハ

通

騒
力

聖

道
浄
土．〜

乎
。

答
、

三

福
ノ

菩

　
提

心
ハ

広
ク

通
コ

ニ

門〜
。

三

輩
九

品
ノ

菩
提
心

ハ

可
け

局
勲

浄
土．〜
也
〈

云
云
〉

。

　

 
『

一

向
専
念
無
量
寿
仏

等
ト

ハ

者、

　
問

、

釈
ノ

「

皆
勧
専
念
無
量
寿
仏

名
」

ト

云
フ

解
釈

二

付
テ

難
け

思
ヒ

。

コ

向
専
念
」

ノ

　
言

ハ

簡
二

異
ノ

余
方
余
仏，〜
但

ー
一

向．一
帰
コ

極
楽

ト

弥
陀
→

二

修
コ

ル

ヲ

諸
行
→

可
け

云
コ

　
一

向
→

。

是
ヲ

以
テ

珍
海
決
定
往
生

集
二

〈

下
ノ

三

丁
〉

云
ク
。

コ

向
ノ

信
ト

ハ

者
唯

　
以
了

西

方
づ

為
二

一

期
ノ

要
→

。

】

切
ノ

所
修

ハ

皆
悉

ク

得
け

リ

之
ヲ
。

故
知

ル

一

向
ナ

リ
」

　
〈

以

上
〉

。

此

釈
ノ

意
ハ

＝

向
専
念
」

等
ト
ハ

者
取
コ

所
帰
→

「

修
諸
功
功
徳
」

ト
ハ

　
者
明
ユ

所
行
→

。

甚
経
文

二

叶
ヘ

リ
。

大
師
有
評

何
起
尽一

約
コ

称
名
り

．、
二

釈
畝

ル

ヤ

専

念
等
→

乎
。

　
答

、

凡
ソ

今
ノ

コ

向

専

念
」

ハ

称

名
也

ト

云
フ

事
ハ

是

証

定

所

判
也

。

仰
テ

　
可
”

信
協

之
ヲ
。

況
ヤ

見
⊃

二

経
文
→

、

次
上

ノ

十
八

ノ

願
成
就

二

云
ユ

「

聞
其
名
号
」

→ 、

　
下
輩

ノ

文
二

説
丿

「

乃
至

十
念
」

→
。

明
カ

ニ

称
名
也

ト

云
フ

事
ヲ

。

若
シ

説

款
所
帰

ノ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
りね

　
相
ヨ

ミ
ヲ

何
ソ

局
」

十
念
ゴ
ム
⊃

ヤ

コ

向
専
意
乃
至
十

念
」

→

乎
〈

以
上

相
伝
〉

。
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身
延
文
庫
蔵
『

決
疑
鈔
糅
議
』

断
簡
の
一

考
察
（
南
）

こ

の

箇

所
は

「

菩
提
心

ト
ハ

者
」

＝

向
専
念
無
量

寿
仏

等
ト

ハ

者
」

と
し

て
、

身
延
文
庫
本
に
は

無
い

項
目
を
新
た

に

設
け
て

お
り

、

後
者
は
「

無

量

寿
経
』

三

輩
段
に

説
く

コ

向

専
念
」

が

称

名
念
仏
の

み

に

か

か

る

こ

と

を
珍

海
「

決

定
往
生

集
」

を

引
用
し

て

疑

義
を
設

定
し

、

そ
れ

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11）
　
　

　
　
　
（

12
）

対
し

て

『

無
量
寿
経
』

の

「

聞
其
名
号
」

「

乃
至

十
念
」

を

根

拠
と

し
、

称
名
念
仏
の

み

に

か

か
る

こ

と

を
述
べ

る
。

お

わ

り
に

　

以

上
、

紙

幅
の

都
合
上

、

身
延
文
庫
本
と

『

浄
全
』

（

版
本
系
）

と

の

全
体
に

渡
る

対
照
と

特

徴
を

挙
げ
る
こ

と

は
で

き
な

か
っ

た

が
、

身
延

文
庫

本
が

書
誌
的
に

最

古
の

奥
書
を

有
し

、

か
つ

内

容
上

で

も
現

存
す

る

『

直
牒
』

諸
本
と

は

違

う
文
を

有
す
る

こ

と

を
勘

案
す
る

に
、

そ
の

資
料

的
重

要
性
を

認
め

る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

特
に

今
回
提
示
で

き

な

か
っ

た

が
、

身
延

文

庫
本
で

は

数
丁
に

渡
る

数
箇
所
の

文
章
が

『

浄
全
』

（
版
本
系
）

で

は

削
除
さ

れ

て

い

る
。

今
後

「

直

牒
』

諸

版
本
の

本
文
内

容
の

異
同
を

確
定
し

、

そ

の

上

で

身
延
文
庫
本
の

翻

刻
を

提
示
し

て

比

較
す
る

こ

と
で

、

さ
ら

な
る

検
討
を

試
み
る

。

1
　
南
宏
信
「

文
庫

紹
介

身
延
文
庫
」

（
『

い

と

く
ら』

六、

二

〇
一

二

年）
。

2
　
南
宏
信
「

聖

冏
撰

『

決
疑
鈔
直
牒
』

諸
版
の

考
察
」

（
『

印
仏
研
』

六
〇

ー

　
二

、

二

〇
一

二

年）
。

3
　
諸
版
の

関
係
や

慶

安
三

年
版
の

刊
記
を
巡
る

問
題
に

つ

い

て

は

『

東
山

研

　
究
紀
要』

六
〇
（
二

〇
一

六
年
）

に
掲
載
予
定
で

あ
る

。

4
　
身
延
山
久
遠
寺
『

身
延

文
庫
典
籍
目
録
』

下

巻

頁）
。

5
　
身
延
文
庫
本
一

丁
表

。

6
　
土

川

勧
学
宗
学
興
隆
会
『

選
択

本
願
念
仏

集
』

　
四

−
七

行）
。

121110987

『

浄
全
』

『

浄
全
』

『

浄
全
』

『

浄
全
』

『

大
正
』

『

大
正
』

〈

一

次
文
献
〉

『

無
量
寿
経
』

『

選
択
集
』

「

直
牒
』

身
延
文

庫
本

（

二

〇

〇
五

年
、

三

〇
七

（
一

九

四
〇

年
、

四
二

頁

七

巻
五
四
三

頁
下
段
四

−
六

行
。

七

巻
五

四
四
頁
上

段
九

−
一

〇

行
。

七

巻
五

四
四
頁

下
段
四

−
五

行
。

七

巻
五

四
三

頁

下
段
一

四

行
−

五
四

四

頁
上
段
九

行
。

一

二

巻
二

七
二

頁
中
段

＝

1
一

二

行
。

一

二

巻
二

七
二

頁
下
殺
六

行
。

（

『

大
正

蔵
』

　一

二

巻）

『

選
択
本
願
念

仏
集
』

（
土
川
勧
学
宗
学

興
隆
会

、

聖

冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』

（

『

浄
全
』

七

巻）

身
延
文
庫
蔵
『

決
疑
鈔
糅
議
』

（

身
延

文
庫
蔵
本）

一

九

四
〇

年
）

〈

二

次
文
献
〉

南
宏
信
「

文
庫
紹
介

身
延
文
庫
」

（
『

い

と

く
ら
』

八
、

二

〇
一

二

年
、

八
頁）

南
宏
信
「

聖

冏
撰
『

決
疑
鈔
直
牒』

諸
版
の

考
察
」

（
『

印
仏
研
』

第
六
〇

巻
第

　
二

号
、

二

〇
一

二

年、

七
一

−
七
七

頁）

身
延

文
庫
典
籍
目

録
編
集
委
員
会
『

身
延

文
庫
典
籍
目

録
』

上

中
下

（

身
延
山

　
久
遠

寺
、

二

〇
〇
三

−
二

〇

〇
五

年
）
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〈
附

記
〉

閲

覧
の

機
会
を

賜
り
ま
し

た
、

身
延
文
庫
の

吉
村
明
悦
文
庫
長

、

渡

邊
永
祥
主
事
に

厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま

す
。

（
本

稿
は

平

成
二

十
七

年
度
〜
三

十
年
度
科
学
研

究
費
助
成
事
業
・

若
手
研
究

（
B
）

「

中

世
浄
土

教
に

お

け

る

新
出
写

本
の

文

献
学
的

研
究
」

課

題

番
号

霸
国
一

ま
b⊇

一

に

よ
る

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る

。

）

〈

キ
ー

ワ
ー

ド
〉

身
延
文
庫

、

聖

冏、

『

決
疑

鈔
直
牒
』

、

法
然

、

念
仏
集
』

（

知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
研
究
助
手
・

博
士

身
延
文
庫
蔵
『

決
疑
鈔
糅
議
』

断
簡
の
一

考
察
（
南
）

『

選
択

本
願

（
文
学）
）

新
刊
紹
介

森
田

　
眞
円
　
著

観
経
序
分
義
窺
義
　
「

王

舎
城
の

悲
劇
」

に

聞
く

A5

版

∴
二

七
四

頁
・

本
体
価
格
七

、

○

OO

円

　
　
　

　
　

永
田

文
昌
堂
・

二

〇
一

五

年
七
月

一 61一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


